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春の楽寿園に 
　お出かけください

⨈楽寿園（緯⚙⚗⚕－⚒⚕⚗⚐）

春の小品盆栽展

とき　４月⚑⚐日 ～⚑⚒日㈰午前９時～午後４時
ところ　園内展示場
内容　盆栽ファン必見の小品創作銘品の展示・即売

春のふれあい動物広場

とき　４月⚑⚒日㈰午前⚑⚐時～午後３時⚓⚐分
ところ　園内どうぶつふれあい広場
内容　９月に生まれたアルパカの「キララ」がふれあ
い広場に初登場します。通常よりも近くでふれあう
ことができます。またそのほかのイベントも開催予
定です。

楽寿園市民招待券の発行回数が変わります

　楽寿園の料金改定に伴い、広報みしまで発行し
ている市民招待券が年間４回、計⚑⚖枚の発行から
年間１回計４枚の発行になりました。（広報みし
ま４月１日号で４枚発行）

平成⚒⚘年３月⚓⚑日まで有効 平成⚒⚘年３月⚓⚑日まで有効平成⚒⚘年３月⚓⚑日まで有効平成⚒⚘年３月⚓⚑日まで有効

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

※楽寿園の料金改定に伴い、市民招待券の発行は広報みしま４月１日号のみ（年間１回）となりました。

楽寿園の市民招待券をご利用ください
▼平成⚒⚗年４月１日から三島市民の皆さんが利用できます。切り離してお使いください。

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

　　　　　　　１人１枚
楽寿園三島市民招待券

おいし～♪ 楽し～♪ スパイシ～♪ 
三島でインディア⚒⚐⚑⚕

　楽寿園がスパイシーな香りで満たされる、美味しく
楽しいイベントが開催されます。本場インドのカレー
からご当地カレーまで、多彩なカレーが集まります。
また一般募集したおもしろカレー、動物カレーのコン
テストも行います。
とき　４月⚑⚙日㈰午前⚑⚐時～午後４時
ところ　楽寿園
内容　▶三島界隈の特徴あるカレー（全８店）の販売
（なくなり次第終了）▶「うちっち」カレーコンテ
スト決勝戦（一般募集したオリジナルカレーレシピ
の中から３つのレシピを、当日限定⚒⚐⚐食販売し、
来場者の投票によりチャンピオンを決定）▶ヘナや
雑貨など、インドを体感するブース

費用　当日は食券制。１枚⚔⚐⚐円で園内にて販売。
※楽寿園入園料は別途必要

※詳細は楽寿園のホームページをご覧ください。

えびね展

とき　４月⚒⚓日㈭～⚒⚖
日㈰午前９時～午後
４時⚓⚐分

ところ　園内展示場
内容　えびね蘭と山野
草の展示、栽培相談・
即売

遊びに
来てね

見本　　　　見本　　　　見本　　　　見本
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⨈ 郷土資料館（緯⚙⚗⚑－⚘⚒⚒⚘）
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ひ
Ỷ
う
え
も
ん

◀
写
真
① 

　
ủ
地
震
二

付
道
中
御
奉
行
所
江

御
注
進
之
写
Ứ

◀
写
真
② 

　
ủ
地
震
二

付
道
中
御
奉
行
所
江

御
注
進
之
写
Ứ

　

三
島
明
神
の
被
害
状
況
記
載
部
分




